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活動内容と成果

内川は汚れた川というイメージを払拭し、住民主体で河川環境を
保全し環境美化や景観美化を図り、健全で快適な河川環境を未来
に引き継ぐことが急務である。

市民参加型の藻刈活動組織を編成して、上流部の藻刈を実施す
る。また、地域の親子などから環境学習を通じて環境意識調査を
行い、河川環境の指標とする。

市民参加型の藻刈活動組織を編成して、継続的な藻刈活動に移行
する。今年度、実施期間内に予定している上流部4kmの範囲の藻
刈りを1か月間で完了した。
地域の親子などから環境学習を通じて環境意識調査を行い、河川
環境が改善していることの指標とした。　　　　　　　　　　　
内川の水温・水質・水位・動植物の環境調査を行い、実際の河川の
実態をデータ化し蓄積した。
成果として、持続可能な藻刈活動と、行政等と連携を取りながら
河川環境の改善に取り組む体制の構築ができた。

今後の
展望

鶴岡市内川流域の繁茂した藻刈りを
市民参加型で実施する体制構築プロジェクト
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藻刈活動 2.7km
6回

100％
100％

環境学習会の実施

今年度計画の達成度

目標達成度

3年間の活動を通じて得たノウハウやデータをもとに、行政・民間団体・大学・企業と連携を取りながら、持続可能な組織体制とプロ
ジェクトを再構築していく。また、環境学習プログラムも教育機関と連携を取りながら、子どもたちと共に調査活動を行えるように
プログラムを組み、次世代が河川に対する愛着や保護意識を醸成していくことを目指す。

藻刈活動のノウハウとスキルは3年の実績として蓄積し、行政や
他の河川団体からも評価されることとなり、一般的なボランティ
ア活動から専門性のある組織活動へ発展しつつある。また、子ども
たちへの環境学習活動を継続していきながら、河川の水質・水位・
ゴミの指標・動植物などデータを蓄積できたことは、今後の活動の
指標となっていく財産を得ることとなった。

環境学習会風景

環境学習会風景

ゴミ拾い風景

■苦労した点
藻刈は炎天下での活動のため、熱中
症やけがの心配があった。また、内
川は「きたない川」というイメージ
を払拭するのに苦労した。

■工夫した点
希少種や水質調査をコミュニティ
誌や報告会で告知することにより、
内川が昔と違ってきれいになった
ことをアピールし、親しみを持って
もらえるように工夫した。

（特非）   公益のふるさと創り鶴岡
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